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　　　　　　　　　　 L 　目的

　確率及び遅延報酬にお い て、価値割引が双曲線関数に

うま く 当て はま る こ とか ら割引プロ セ スが同じで ある と

い う単一プロ セ ス 説が提唱され て い る 。 しか し 、 単一プ

ロ セ ス 説 に一
致 しな い 現象として 、確率価値割引と遅延

価値割 引で は逆の報酬量効果が認め られ て い る （H 。lt，

Green， ＆ Myerson
，
2003）、

　本研究で は、確率価値割引の報酬量効果に焦点を当て

た 。 報酬量の 大きさによっ て主観的 に貰えると感じる確

率 に差異があるため、確率価値割引 の 報酬量効果が生 じ

る とい う仮説（Green，＆Myerson，2004）を検討した。

　　　　　　　　　　H．方法

参加者　大学生 109 名 （男性 54 名、女性 55 名）、平均

年齢 19．15 （SD1　O．84）歳が参加 した 。

質問紙　第一部
“
価値割引実験

”
と第二 部

“
主観的確率

判断実験
’
の 二 部構成であっ た e 第．一部は、

’L
もし以下の

条件 で お金 が貰 える とした らどち らが好 ま し い で す

か ？
”

とい う文言 の 下に、
“
確実な 250円 vs ．20％の 5000

円
”

とい う選択肢があり、参加者は選択肢 に丸印を付け

て 選択 した。以降、確実な選択肢 の 金額が 250 円刻みで

4750 円まで 上昇 し、合計 19 回、20 ％ の 5000 円 と の選

択を続けて 行 っ た。また、確率を伴う金額が 10 万円の

場合は、確実な金額 は 5 千円か ら 9 万 5 千円まで 5 千 円

刻み で 増加 した。貰える確率は 20％、40％、60％、80％

の 4 水準を用 い た。第 二 部は、
“
20％の確率で 5000円が

当た る ク ジ 引きに 1 回目で当た る確率は何％ ぐらい だと

感 じ ます か ？
”

の よ う に尋 ね 、
“
5％ よ り 高い vs ．低 い

”

“
10％よ り高い vs ．低 い

”

の ような選択を第
一部と同様

に繰り返 し回答 させた．確率は 20％、40％、60％、80 ％、

報酬量 は 5000 円、10万円、100万円で あ っ た。共に報

酬量の み カウ ン ターバ ラ ン ス を行っ た。

結果の処理　参加者毎に 主 観的等価値 を求め 、図 1 の よ

うに負 け目 （OddsAga 血 st）の 関数として価値割引曲線

を描き．Myerson，　Green，＆ Warusawi 七harana （2001）

に従っ て 曲線下の 面積を用 いて価値割引の程度を検討 し

た。なお 、 負け目は （1 一貰える確率）1貰え る確率とし

て算出した。

　　　　　　　　　　皿．

価値割引実験　金額が大

きい ：方が価値割引は激し

い とい う報酬量効果が認

められた（組08）＝ 12．24，

〆 ．  1）。

主観的確率判断実験

図 2 より、客観的確率が

高くなれば、クジ引きに

当た る と感じる主観的確

率は高くな っ た

結果
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る確率は低か っ た　　　図 2 各確率におい て評定した

（Pt1，105）＝89．41，炉 ．Ol）。　　 主観的確率
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報酬量効果 と主観的確率判断 の関係　もし、主観的確率

判断における報酬量 に よ る違い が確率価値割引の報酬量

効果 の 原因な らば、参加者毎に み て もそ の関係性が認め

られ る と推測で きる こ とか ら、確率価値割引の 報酬量効

果 と主観的確率判断の 報酬量効果との 関係をみ た。横軸

に は、図 2 の ように 表した客観的確率の 推移 に伴 う主観

的確率 の 曲線下の 面積を求め、5000 円の面積に対する

10万円の 面積比 （10 万円の面積！5000 円の面積）を示し

た 。 縦軸に は、図 亅の ように 表した確率価値割 引曲線下

の 面積を求め、同様 に面積比 を算出 した。そ の 結果、有

意な正 の相関が認め られた（厂 ．4 ，IFIO5 ，，p〈．01）。つ ま

り、10 万 F『の 方が 5000円よ りも主観的に当た る と感じ

る確率 の 程度が強 い 人ほど、10 万 円の方が 5000 円と比

べ て価値割引の程度がゆる やか に な っ て い た 。

　　　　　　　　　　 N ．考察

　同じ確率を伴う報酬で も金額 の 大きい 10 万 円の方が

主観的に 当たると感じる確率は小さ くなる こ とが確認で

きた。また、この 主観的確率判断の金額に よ る違い が、

確率価値割引の報酬量効果の
一

要因になっ て い る こ とが

示唆された。
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